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画像処理設計ツール 

Image Processing Builder 

説明書 

 
１．ファイル 

 IPBuilder.exe ・・・ソフトウェア本体 

 ～.ipb ・・・IPBuilder で保存された各種の処理プロセス／処理モジュール 

 

２．インストール方法 

特別なインストールは必要ありません。IPBuilder.exe をそのまま起動して下さい。 

 

３．画像／映像ファイルの種類 

 8 bit / ch カラー画像 ： ～.bmp、～.jpg、～.gif、～.png 

 動画像   ： ～.avi 

 ハイダイナミックレンジ(HDR)画像： ～.hdr  (Radiance 32 bit RGBE) 

 32 bit /ch 整数型  ： ～.tif 

 32 bit /ch 浮動小数点型 ： ～.tif 

 32+32 bit /ch 複素数型 ： ～.tif 

 

 

４．各種デモの実行方法 

IPBuilder.exe を起動します。 

 
 



“ファイル”メニューの“開く”からデモ・ファイル（例えば Demo_Mpeg.ipb）を指定

するか、またはマウスでそのファイルをウインドウ上にドラッグ＆ドロップすると、次の

ように画像処理のプロセスが表示されます。 

 

 

 

“実行”メニューから“ステップ（１フレーム）実行”や“連続フレーム実行”を選択

すると、下の実行コントローラが現れ、画像処理が行われます。 

 

 

 

４．処理画像／処理パラメータの確認方法 

各処理ブロック中のボタンは次のようになります。 

 

 

“入力画像”や“出力画像”のボタンを押すと、次のように画像を確認することができ

ます。 

入力画像 

ステップ（1 フレーム） 

実行ボタン 

パラメータ設定ボタン

出力画像 



 

 

 

 

“パラメータ設定”ボタンを押すと、そのブロック内のパラメータ設定ダイアログが開

くか、またはさらに下位階層のプロセスが表示されます。例えば MpegEncoder のボタン

を押すと次のように下位階層のプロセスが表示されます。 

 

 

 

さらに下位階層へと進み、例えば DCT 8x8 のボタンを押すと次のようなパラメータ設定

ダイアログが開きます。 

 



 

 

パラメータ設定後に“ステップ（1 フレーム）実行ボタン”を押すと、その処理ブロック

のみを実行して結果を確認することができます。 

 

以上のようにパラメータを調整しながら処理結果を確認することにより、画像処理の効

果を確かめて下さい。 

 

以上 


